大阪調査覚え書き : 自治体による就労支援のさまざまなかたち by 高橋 祐吉





































































































－ 40 － 
だか？圧倒的密度で描く、大阪ディープサウス秘史！」。私などはこうしたキャッチコピーにか
らきし弱い。H 某や M 某などであれば、必ずやまわりが「嫌気がさす」ほど異様に興奮するの
ではあるまいか。 
調査から帰って暫くしたら、先の『通天閣』の著者である酒井と朝日新聞の記者が、スカイ






























































































































そろそろ本題に戻ろう。今回の大阪調査は、昨年 2 月末の釧路調査に続いてグループ研究の 2









































































































































（社会政策学会編『社会政策』第 2 巻第 3 号、14 ページ） 














































































































































































































堺市の場合、2011 年 4 月現在の支援対象者数は 1719 人であるが、このうち就労目標者数とし
てあげられているのは 1327 人である。約 8 割にも達するのであるから、相当にハードな目標で
あろう。その内訳を見ると、ケースワーカー独自の就労支援による就労者が 739 人、就労支援





























































































































































－ 57 － 
の 2 つの報告があった。報告者の一人の桜井からは、この報告のベースとなった同名の論文の


































































































































































































（出所）埋橋孝文『福祉政策の国際動向と日本の選択』法律文化社、2011 年、124 ページ。 



































































































－ 66 － 
には「日雇い労働者のまちの 50 年」を、また『総合社会福祉研究』第 36 号には「深刻化する
釜ヶ崎（あいりん地域）日雇労働者の雇用･失業の実態と社会保障の課題」を執筆している（ご






























































センター寄せ場での相対紹介の正常化を図るために、毎月 1～2 回就労正常化促進特別指導日を 






































































































図表-9 高齢者特別清掃事業の概要（2010 年度） 






大 阪 市 







作業内容 清掃作業 ペンキ塗り作業 除草作業 清掃・営繕作業 樹木剪定 清掃作業 
































年 間 延 
雇 用 数 18,276 人 180 人 3,256 人 31,120 人 ―― 7,220 人 
雇  用 
事 業 所 NPO 釜ヶ崎支援機構 大阪環境整備（株） 
期  間 2010 年 4 月 1 日～2011 年 3 月 31 日の、日曜・年末年始を除く毎日。 
＊センター内清掃は日曜・祝日も実施（樹木剪定は今年度実施せず） 
対  象 55 歳以上のあいりん地域の日雇労働者 
賃  金 手取り 5,700 円 
就労時間 午前 10 時～午後 3 時 
＊センター内清掃は午後 1 時 30 分～午後 6 時 45 分まで 
紹介方法 
○ 登録番号順による輪番紹介（1 日あたり約 196 名紹介） 
○ 当日紹介・当日就労（但し、休日の「センター内」清掃は前日に紹介） 
○ 紹介開始時間は午前 8 時 30 分 
（出所）図表-8 に同じ。 

































































－ 72 － 
ループの中にも意見の相違が生まれ、38 年には廃刊のやむなきに至った。そして、戦後文学活
動を始めた矢先、武田麟太郎は 1946 年に急死する。享年 42 歳の若さであった。 
昨年、文芸評論家の新船海三郎による「武田麟太郎と『人民文庫』」を読んだ（『民主文学』
2012 年 3 月号）。今でも武田や『人民文庫』に注目している人がいることが、何とも嬉しかっ
た。新船は、『人民文庫』を『日本浪曼派』と「異母兄弟」であるとして過小評価する平野謙の
自己弁護的姿勢や、小説を通俗化させる通路としての風俗小説を高踏的に批判し、武田にも風
俗小説であるとの烙印を押した中村光夫の批評態度を批判して、武田と『人民文庫』の再評価
を試みている。この評論には、戦後「東京新聞」に掲載された武田の興味深い一文が紹介され
ている。「きのうは、無理に志願しても、何とか報道班員たろうとし、阿諛とは云わぬにしても、
追随的な作品を書き、本日は容易に戦争を嘲弄して、只現象的にのみその否定面を探し求めて、
創作方法とする。あるいは、唯々身の安全をはかって、何らの闘いも敢えてせず、敗戦ととも
に、その沈黙が何かの意義あったような表情をする。他の場合は知らず、小説家にあってはこ
うした仕方では、ついに戦争も戦後の様相も真意を把握できないのである」。「散文精神」を失
うまいとした叛骨の人武田麟太郎にして吐くことのできた科白であろう。 
